





























































（くらい低かった）」（喜多村 1999 : 124）、「兵士にとられた家は暮らしていくのが大変だったため、ムラの人は
息子を兵隊にとられることを嫌っていた」（喜多村 1999 : 94）とあり、徴兵が生活を苦しくすることがわかる。































んでした」（吉田 2002 : 122）と述べている。ま
た村人も「徴兵や召集の仕組みも、兵事書類があ
ることも知りませんでした。また知ろうとも思わ

















































































































































































































合は、入営という。昭和 2年 11月 30日の陸軍召
集規則（陸軍省令二五）によれば、充員召集、臨
時召集、国民兵召集、演習召集、教育召集、補欠






















































甲種 現役（徴集） 現役（徴集）第一補充（徴集せず） 現役（徴集）
第一乙種 第一補充（召集） 第一補充（徴集せず） 現役（徴集）
第二乙種 第二補充（召集） 第二補充（徴集せず） 第一補充（徴集）
第三乙種 ── ── 第二補充（徴集）
丙種 第二国民（徴集せず） 第二国民（徴集せず） 第二国民（召集）
（伊藤監修・百瀬 1990 : 272より）















































































般の調査並（び）に各種召集、点呼の準備及（び）実施の要に資するものとす」（小澤 1997 : 50）とある。

































































































これ以外に、農業 899,053、鉱業 57,000、製造業 82,000、
交通 250,000の延期者がいる。
『動員概史』（p.254）









































































































































データでは、41年以降に 19歳、もしくは 20歳になる 1920−25年生まれの者の徴兵率は、そこまで高くない。
SSM データには戦死者のデータが含まれてないことによる影響も考えられる。そこで、実際の徴兵率と、戦死




































































































































全体 8.68 11.90 27.94 40.94 2.34
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合計（実数） 18 74 327 696 58












































































































































































































社 会 学 部 紀 要 第119号― １４ ―
で比較した図 8からもはっきりと読み取ることが
できる。
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Who Became the Soldiers? Part 1
Inequality in Pre-War Showa Period Military Service Cohorts
ABSTRACT
In this paper, we used SSM survey data to analyze the characteristics of people
who served in the military from the 1920s to the 1940s. We elucidated the features of
people who served in the military according to their service period, cohort and age.
The results of the analysis are as follows. First, many people who served in the mili-
tary were born in between 1916−25. Second, the inequality between those who served
in the military, and those who did not, is large in the cohort born between 1906−15,
and the inequality in people who served is large in the cohort born between 1896−
1905. From these results, we conclude that the national mobilization regime promoted
equality within the cohorts and inequality between cohorts in Japan during the Pacific
War.
Key Words: conscription system, cohort, inequality
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